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はじめに

外傷性橈骨頭脱臼は，尺骨骨折を伴うMonteg-
gia 骨折として発症することが多く，尺骨骨折を
伴わない場合でも高率に尺骨の急性塑性変形を合
併するとされている．それに対して，尺骨の骨傷
を伴わない橈骨頭単独脱臼はまれである10）．今回
われわれは，尺骨骨折および尺骨急性塑性変形を
伴わない小児の外傷性橈骨頭単独脱臼骨折の 1例
を経験したので報告する．

症　例

症　例：6 歳，女児
主　訴：左肘関節部痛・腫脹
既往歴：特記事項なし
現病歴：道路のポールを馬跳びした際にバラン

スを崩して転倒，左肘を縁石に強打して受傷し
た．受傷当日近医を受診するも，異常を指摘され
ず，外固定にて帰宅した．その後も疼痛は改善せ
ず，同日に前医の救急外来を受診した．X線にて
橈骨頭骨折を指摘されたため，受傷後 4日で当科
紹介初診となった．
初診時現症：左肘外側部に圧痛・腫脹を認めた
が，明らかな挫創は認めなかった．前腕・手部に
明らかな麻痺・血流障害は認められなかった．可
動域は伸展－60°，屈曲 90°で，疼痛のため回内
外はできなかった．
画像所見：X線像にて橈骨頭の前方・尺側への
脱臼および橈骨頭外側に遊離骨片を認めた（図 1 
a,b）．3D-CT 像では橈骨頭外側の遊離骨片がよ
りはっきりと確認できた（図 2）．
手術所見：受傷後 6日で，全身麻酔下観血的整
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要　旨　小児の外傷性橈骨頭単独脱臼骨折の 1例を経験したので報告する．症例は 6歳女児，転
倒した際に左肘を縁石に強打して受傷した．単純X線像およびCTにて橈骨頭の前方・尺側への脱
臼および橈骨頭外側に遊離骨片を認めた．受傷 6日目に全身麻酔下観血的整復固定術を施行した．
術後 6か月の現在，肘関節の可動域に制限はなく，日常生活に支障はない．小児における外傷性橈
骨頭脱臼の大部分は，Monteggia 骨折または尺骨急性塑性変形に合併するとされている．それに対
して，橈骨頭単独脱臼の報告例は少ない．また，小児橈骨頭骨折の頻度は過去の報告より約 0.07％
とされている．以上より，小児における橈骨頭単独脱臼骨折は，非常にまれであると推察される．
小児橈骨頭骨折の受傷肢位としては，肘関節伸展位での軸圧によるものが一般的だが，自験例は肘
部への直達外力によるものであり，受傷機転としても非常にまれと思われた．
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復固定術を施行した．
外側進入，Köcher approach にて展開した．輪

状靭帯の前方部分には明らかな損傷は認めなかっ
た．輪状靭帯を切開すると，橈骨頭全周の 1/3 を
占める骨折が確認できた．Salter-Harris Ⅳ型の
骨端線損傷と思われた（図 3）．また，橈骨頭は前
方・尺側へ脱臼していた．脱臼は比較的容易に整
復が可能であり，橈骨頭骨折は骨端線を避けて
PLLAピン 3本で固定した．
術後経過：術後はギプスシーネ固定とし，2週

でシリンダーギプス固定へ変更して前腕回内外の
み可動域訓練を開始した．術後 5週で外固定を除
去し，肘関節伸展屈曲可動域訓練を追加した．術
後 6か月の現在，肘関節伸展 0°屈曲 140°，回内
90°回外 90°であり，日常生活に支障はない．ま
た，術後 6 か月現在の肘関節 X線像では PLLA
ピンの軽度の逸脱が認められてはいるが，骨片の
転位はなく骨癒合は良好であり，橈骨頭の再脱臼
も認めていない．また，側面像では橈骨頭前方に
骨硬化像を認めるが，異所性骨化と考えており，
可動域に問題なく疼痛も認めないため経過観察を
行っている（図 4-a,b）．

図 1．初診時肘関節単純X線像
　a）正面像
　b）側面像
橈骨頭の前方・尺側への脱臼および橈骨頭外側に遊離骨片を認めた．

a b

図 2．初診時 3D-CT像
橈骨頭の外側に遊離骨片を確認できる．

図 3．術中写真
橈骨頭全周の 1/3 を占める Salter-Harris Ⅳ型の骨端
線損傷と思われる骨折が確認できた．
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の前方脱臼が確認された（図 5-a,b）．さらに，X
線および CTにて橈骨頭外側に遊離骨片を認め
た．以上の画像所見より，自験例は橈骨頭単独脱
臼骨折と診断した．
小児橈骨頭骨折の受傷肢位としては，肘関節伸
展位での軸圧によるものが一般的である3）．肘関

考　察

小児における外傷性橈骨頭脱臼の大部分は
Monteggia 骨折に，それ以外では尺骨の急性塑性
変形に合併するとされている5）．それに対して，
尺骨骨折を伴わない橈骨頭単独脱臼の報告例は少
ない．
小児のMonteggia 骨折は，上肢骨折全体の

5％2），小児肘関節周辺骨折・前腕骨折の約 1％と
されている7）．一方，小児橈骨近位端骨折は小児
全骨折の 1％であり，小児肘関節周辺骨折の 5～
10％とされている1）．さらに，小児橈骨頸部骨折
は小児肘関節周辺骨折の 4～14.5％であり，加え
て小児橈骨頭骨折は，小児橈骨近位端骨折の 7％
とされている4）．以上の頻度を考慮すると，自験
例のような小児橈骨頭のみの脱臼骨折の頻度は，
非常にまれであると推察される．
自験例において，術前の前腕X線側面像にて

尺骨骨折は認めず，maximum ulnar bow は 1 
mm以下で左右差はなく，bowing の定義は満た
さなかった．前腕単純X線側面像では，橈骨頭
の延長線が上腕骨小頭より近位に位置し，橈骨頭

図 4．術後 6か月　肘関節単純X線像
　a）正面像
　b）側面像
骨折部の固定性は良好であり，橈骨頭の再脱臼は認めない．

a b

図 5．初診時前腕単純X線側面像
　a）右側（健側）
　b）左側（患側）
両側の尺骨に bowing は認めない（実線）．それに対し
て，左側では橈骨骨軸の延長線が上腕骨小頭より前
方に位置し，橈骨頭の前方脱臼が確認できる（点線）．

a
b
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節伸展位にて手掌をつくように転落受傷すると，
橈骨頭には地面からの長軸方向への軸圧がかか
る．肘関節は生理的に外反していることから，上
腕骨小頭と橈骨頭が衝突し，橈骨頭骨折をきた
す7）．それに対して，自験例では肘関節が屈曲し
た状態で転倒し，縁石が肘関節外側に衝突した．
その際の外力によって，肘関節に直接的に外反力
が加わり，上腕骨小頭と橈骨頭が接触した状態で
橈骨に尺側からの外力が加わった結果，橈骨頭の
みが骨折・脱臼したものと推察された．
自験例と同様の小児橈骨頭単独脱臼骨折の報告

例は，自験例を含めて 4例のみであった6）9）10）．し
かし，自験例以外の 3例とも受傷メカニズムは，
肘関節伸展位での軸圧によるものと考察してお
り，自験例と同様の直達外力による報告例はわれ
われが調べた限りではなかった．
橈骨近位端骨折の合併症において重篤なものと

して橈尺癒合症が挙げられる．そのため，自験例
では術後 2週より回内外の可動域訓練を開始した．
その他の合併症として，橈骨頭の肥大や無腐性壊
死，骨端線の早期閉鎖が報告されている7）．自験
例も，今後長期的な経過観察が必要と考えられる．

まとめ

1）まれな小児の外傷性橈骨頭単独脱臼骨折の 1
例を経験した．
2）観血的整復固定術によって，短期ではあるが

良好な成績が得られた．
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Abstract
Isolated Fracture-Dislocation of the Radial Head in a Child ： A Case Report

Midori Tsurusaki, M. D., et al.
Department of Orthopaedic Surgery, Surugadai Hospital, Nihon University School of Medicine

A case of isolated fracture-dislocation of the radial head in a child is reported. A 6-year-old girl 
hit her left elbow on a curbstone when she fell down. Plain radiograph and Computed Tomography 
revealed fracture and anterior-dislocation of the radial head without fracture of the ulna. Open 
reduction and internal fixation of the radial head fracture was achieved 6 days after injury. 6 
months later, the range of motion of the elbow joint was not limited with, no functional complaint. 
The radial head dislocation in children is usually associated with Monteggia fracture or acute 
plastic bowing deformity of the ulna. In contrast, there are several reported cases of isolated 
traumatic radial head dislocation. Otherwise, the radial head fracture represent 0.07％ of childhood 
fractures overall from past reports. It is speculated that the isolated fracture-dislocation of the 
radial head is extremely rare. The injury mechanism in fracture of the radial head is commonly an 
axial compression fracture by a fall on the outstretched the elbow joint. However, this case is 
direct blow on the elbow, and it was considered that our case was also extremely rare.
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